
州
制
川
」
何

度

四

印

刷

糊

市

詮

[

時

制

円
告
側

ι

一一

宇
弥
長
門
l

日

日

我

市

阿

川

間図

7

行

集

話

げ

時

戸
怜
同
同
作
酬

始

時

間

門
川

.

M

7

鶴

町

駅

前

来
年
秋
完
成
メ
ド
に

直喜医
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ω生
活
や
職
業
、
健
康
な
ど
の

相
談
に
応
ず
る
こ
と
。

ω身
体
的
機
能
を
回
復
す
る
訓

線
を
し
た
り
、
健
康
を
保
持

す
る
こ
と
。

ω教
養
を
向
上
き
せ
、
レ
ク
リ

ェ
1
シ
ヨ
ン
を
過
し
て
親
睦

を
は
か
る
こ
と
。

ω老
人
ク
ラ
ブ
町
運
営
活
動
に

対
し
て
指
導
お
よ
び
、
援
劫

を
す
る
。

ωそ
の
他
、
老
人
向
福
祉
増
進

を
は
か
る
こ
と
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
さ
れ
る
方
件
、
満
六
十
歳
以

上
で
す
。

施
設
を
有
窓
義
に
活
用
し
、

明
る
く
健
康
で
楽
し
い
日
々
を

送
り
つ
つ
、
い
つ
ま
で
も
長
生

き
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す。門
主
な
設
備
】

A

口
ピ
i

テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
を
備
え
、

利
用
者
の
方
々
の
気
楽
な
話

し
合
い
の
場
と
す
る
。

血
相
談
者
室

身
上
、
家
庭
な
ど
の
悩
み
ご

と
を
棺
談
し
、
解
消
を
は
か

り
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
図

我
孫
子
一
は

九
十
八
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

山"町山~，­

老人福祉センター建設予定地

年
毎
に
私
た
ち
の
平
均
寿
命

は
延
び
て
お
り
、
全
国
平
均
で

男
子
は
七
卜
歳
で
女
子
は
七
十

六
歳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
市
内
最
年
長
者
で
あ
ら
れ

る
高
閉
さ
の
さ
ん
円
場
合
は
、

規
則
正
し
い
生
活
と
好
き
嬢
の

な
い
食
事
と
に
よ
り
、
今
日
も

元
気
に
庭
向
掃
除
や
野
菜
づ
く

り
な
ど
の
手
伝
い
に
績
を
出
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
子
の
最
年
長
者
で

あ
ら
れ
る
中
島
竹
之
助
さ
ん
は
、

や
は
り
好
き
嫁
の
な
い
食
事
、

特
に
ご
飯
に
は
み
そ
汁
を
つ
け

る
の
が
大
好
き
で
、
つ
い
最
近

ま
で
は
お
凋
も
召
し
上
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
若
い
時
代
に
は
交

通
機
関
が
発
達
し
て
い
宇
か
っ

た
た
め
に
米
や
薪
を
舟
に
積
み

利
恨
川
を
上
り
、
陸
路
に
お
い

て
は
馬
車
を
利
用
し
、
梨
な
ど

を
東
京
へ
運
び
ま
し
た
。

こ
円
よ
う
に
ご
両
人
は
、
早

寝
早
起
き
と
、
若
い
頃
の
体
力

づ
〈
り
が
長
生
き
の
秘
け
つ
で

あ
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ス山町。

血
大
集
会
場

舞
台
付
の
和
室
は
、
百
五
十

景
で
す
。
歌
っ
て
、
腕
っ
て

思
う
存
分
栄
し
ん
で
〈
だ
き

A
機
能
回
復
訓
練
室

リ
ハ
ビ
リ
器
を
設
置
し
、
運

動
機
能
的
回
復
と
後
退
防
止

を
図
り
ま
す
。

A
療
養
室

気
泡
沸
騰
浴
装
置
の
浴
槽
と

普
通
の
浴
槽
を
備
え
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
。

A
休
息
室

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ロ
ン
グ
チ

ェ
ア
ー
を
備
え
ま
す
。

筋
力
を
ほ
ぐ
し
、
ゆ
っ
く
り

休
ん
で
く
だ
さ
い
。

A
娯
楽
室

和
室
で
商
務
、
将
棋
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

A
教
養
塗

図
書
を
備
え
ま
す
。
教
養
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
6

献
血
に
ご
協
力
を

女性最高齢者
高固さのさん(飽歳)

尊
い
人
間
的
生
命
は
、
血
液

に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
一
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
交
通
事
故
の
激
増
と

関
連
し
て
翰
血
用
血
液
の
絶
対

最
は
県
内
に
お
い
て
も
不
足
の

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

献
血
と
は
、
自
分
の
血
液
を

全
〈
無
償
で
社
会
的
に
奉
仕
し
、

貧
国
者
ま
た
は
、
献
血
家
族
で

翰
血
の
必
要
あ
る
場
合
な
ど
に

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

自
分
自
身
内
場
合
も
同
様
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

血
液
は
市
民
一
人
一
人
が
助

け
合
い
の
精
神
に
よ
り
献
血
し

て
作
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
献

拠
制
度
を
推
進
し
て
い
け
ば
、

品
質
的
よ
い
安
全
な
血
液
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す。
自
分
の
血
液
で
自
分
の
か
ら

だ
を
/
i
i
み
ん
な
の
血
液
で

み
ん
な
の
か
ら
だ
を
守
り
ま
し

ょ、つ
F
・

V
献
血
日
時
・
場
所

九
月
二
十
七
日
(
木
)

午
前
十
時
1
十
二
時
コ
ソ

ク
ド
l
ル
フ

l
ズ
独
身
寮
前

午
後
一
時
i
三
時
協
栄
ヱ

業
株
式
会
社
前

V
献
血
液
盤

一
回
二
百
ミ
リ
リ
ソ
ト
ル

V
献
血
で
き
る
人

満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
町
人
で
、
体
重
男
四
十
五

々
、
ル
民
凶
卜
勾
を
こ
え
た
人

そ
し
て
、
血
液
比
重
が
千
五

十
二
以
上
何
人

V
献
血
で
き
な
い
人

①
妊
娠
し
て
い
る
入
、
ま
た

は
過
去
六
ヵ
月
以
内
に
妊
娠

し
て
い
た
人

②
産
後
六
ヵ
月
以
内
の
人

③
医
師
が
採
血
で
き
な
い
と

診
断
し
た
人

男性最高齢者
中崎竹之助さん(95歳)

寸
保
育
園
の
|

|

|

J

「
|
|
工
事
始
ま
る

L

我
孫
子
市
立
緑
保
育
園
建
築
は
、
六
千
万
円
以
上
の
お
金
を

工
事
請
負
契
約
内
締
結
を
談
会
か
け
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
提
出
し
た
と
こ
ろ
可
決
さ
れ
二
階
建
に
建
て
な
お
す
工
事
が
、

ま

し

た

。

い

よ

い

よ

初

ま

り

ま

す

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
緑
保
育
園

広報は日常生活のみちし
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ク
4

シ
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ロ
4

ヨ
m
は

/
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、
』
ソ

イ
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ハ
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騒
音
公
害
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捕
え
ら
れ
た
食
用
ガ
エ
ル

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

847 



2 

務
一
一
一
隣
同
同
内
線
殺
の
水
の
麟

滋
を
十
月
七
日
(
口
U
)

に
中
市
内

六
ケ
所
で
行
な
い
ま
す
。

士
巾
は
、
お
子
織
の
す
こ
や
か

な
成
授
と
殺
せ
を
験
い
「
記
念

樹
問
い
を
お
総
号
し
ま
す
。

こ
の
「
記
念
樹
聞
い
は
、
品
料
村
知

子
中
市
が
殺
か
ら
も
数
阜
、
れ
る
ま

ち
づ
く
り
的
一
つ
と
し
て
、
濃

か
な
関
崎
務
総
伐
と
師
時
之
あ
が
と

を
よ
号
愛
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
「
縫
殺
の
氷
い
者
必
わ
け
す

る
も
的
で
す
。

畿
の
畿
に
、
あ
る
い
は
緩
や
何

時
丘
に
結
え
て
く
だ
普
い
e

阜
市
鍛
弱
者

級
制
刊
削
間
十
八
年
一
一
一
月
一
臼
か

ら
八
月
三
十
一
日
訴
ま
で
に
ゑ

ま
れ
た
議
ち
ゃ
ん

A
V
寂
官
官
儲
噸
拙
m
・
四
日
時

十
月
七
円
口
(
日
)
午
総
九
帥
吋

か
ら
午
後
二
時
吋
ま
で

48.事管 16

昭
如
制
限
十
八
年
度
丹
市
闘
犬
秋

時
十
付
税
災
抑
制
予
防
接
殺
を
次
の
日

制
明
明
、
行
を
い
ま
す
の
で
、
品
へ
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
か
会
ら
ず

も
よ
り
の
余
勢
で
受
け
て
く
だ

食
て
い
。
当
一
日
が
雨
天
的
場
合
は
ん
出
掛
弾

牽
で
実
鳩
町
民
燃
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

金
持
‘
こ
の
時
吋
の
法
対
お
よ

び
議
品
別
清
み
国
市
交
付
制
杵
念
は
ぷ

百
六
十
同
円
で
す
。

ま
た
‘
淡
に
登
録
を
し
て
い

な
い
ふ
々
は
四
時
半
銭
創
刊
お
よ
び
放
射

慣
例
み
栗
山
付
金
合
わ
せ
て
火
山
鴎
六

十
閉
門
と
な
り
ま
す
合

草F構

十
月
七
日
(
日
〉
穴
ケ
所
で

会
議
泳
、
市
役
所
玄
濁
玄
関

天
来
合
同
執
前
連
絡
所

八
坂
抽
押
出
門
磯
市
内
世
叩
総
支
所

湖
北
仏
間
中
丸
紛
湖
北
支
一
昨

傘
木
の
問
問
描
鳴

か
き
の
木
・
申
き
ゃ
な
事
・

こ
で
ま
り

…
人
二
本
と
し
、
か
き
の
木

と
輪
出
一
本
を
選
ぶ
こ
と

木
を
折
ら
な
い
で

統
一
…
附
附
開
口
も
締
罰
一
一
回
日
間
同
様
‘

災
降
車
内
止
に
拙
植
樹
し
た
箇
・
本
的

創
刊
本
か
が
‘
フ
ス
を
つ
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
心
な
さ
人

に
絞
ら
れ
た
り
、
品
開
か
れ
た
り
毛

ラ
べ
ん
を
取
ら
れ
た
号
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

市
閥
抗
と
し
て
、
ま
た
一
人
的

人
間
と
し
て
こ
の
よ
う
な
行
な

い
は
偵
し
ん
で
い
た
だ
撃
た
い

も
の
で
す
e

米
来
世
相
担
う
子
供
達
の
た
め

に
も
大
切
に
立
て
て
や
り
ま
し

》
み
、
n
a
'
E
こ
の
一
ナ
鴻
摘
が
成
人
に
な
る
こ

ろ
は
、
り
つ
ば
を
誕
生
め
丘
が

生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

心
障
者
の
就
職
促
進

労
働
省
主
総
の
も
と
に
令
制
間

各
県
お
よ
び
各
公
共
帥
制
緩
後
銭

湯
で
は
、
毎
年
九
月
を
円
心
身
滋

宣
胃
袋
綴
問
問
俄
幾
日
月
間
』
と
定
め
、

緩
徐
務
総
務
お
よ
び
身
隊
隊
答

品
骨
母
方
々
の
綴
岡
崎
約
制
蹴
滋
を
は

か
る
淵
地
品
糊
を
行
っ
て
お
り
ま
す
a

最
近
の
笠
会
失
業
後
勢
を
拘
門

景
と
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
労
身

腕
時
惨
殺
対
然
が
議
察
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
き
、
当
一
戦
議
策

定
品
川
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
ニ

"1" ..， "1" t!:較 的車掌人こりね
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紅
を
機
に
紬
帆
闘
用
…
体
と
を
つ
て

心
身
隊
絞
殺
の
絞
殺
あ
っ
せ
ん

に
、
時
間
国
閥
的
切
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
む

心
身
臨
時
絞
殺
を
緩
織
し
よ
う

と
す
る
一
争
議
所
も
、
絞
殺
を
給

制
唱
す
る
心
身
出
拝
客
絞
め
お
も
、

こ
の
際
ふ
る
っ
て
泌
総
数
山
前
途

析
を
ど
刷
判
附
明
い
た
だ
き
た
く
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

取
扱
窓
口
絞
同
必
然
機
数

安
出
唯
一
問
機
縁
側
納
分
総

T
E

V

ね
〈
ム
ハ
ユ
)
六
一

O
六

野

倒

防
相
湘
一
晩

T
E
L
で
)
一
九

一
八
一

約締
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要望事~まヨ射i主駒予

的
後
約
機
外

余
白
に
そ
の

本
町
書
名
‘

符
者
名
山
尚

阿
闘
技
・
山
口
巡
簡

を
必
ず
紙
人
ず
る
0
1
タ
テ
」

畿
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ン
徳
圧
月
間

間
唱
和
四
十
八
年
九
月
吋
門
司
f

一
一
一
十
臼
ま
で
、
第
十
四
M
ガ
ン

間
関
銃
附
月
間
で
す
。

校
M
叩
rv
市
は
‘
問
問
月
中
川
町
に

五
四
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